
(57)【要約】

【課題】洗滌用ブラシ等の洗滌手段を内視鏡内部へ導く

ための管状部材が内視鏡に簡単に取り付けられるカプラ

ーの提供。

【解決手段】内視鏡１の操作盤面５に形成された円筒状

部のフランジ１７１，１７２を使用してその操作盤面５

に取り付けられるカプラー１００が固定部材１０１とス

ライド部材１０２とからなる。固定部材１０１は、ばね

１４７，１５８の付勢下に上下方向へ互いに離間する第

１板状部材１０３と第２板状部材１０４とを含み、さら

に洗滌用ブラシ等の洗滌手段を導くための管状部材１３

９，１４０を取り付けることができる管状連結部１３１

，１３２を含む。スライド部材１０２は、固定部材１０

１に対してカプラー１００の前後方向へスライド可能に

取り付けられており、固定部材１０１の第１、第２底部

１１３，１１４は、固定部材１０１のスライドに伴って

操作盤面５とフランジ１７１，１７２との間のクリアラ

ンス１６７，１６８に対して進入退出できる厚さを有す

る。

【選択図】図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 視 鏡 の 操 作 盤 面 に 前 記 内 視 鏡 の 内 部 に 通 じ る 複 数 の 円 筒 状 部 が 一 軸 上 に 間 隔 を あ け て
形 成 さ れ 、 前 記 円 筒 状 部 の 開 口 端 部 が 前 記 操 作 盤 面 と の 間 に 所 要 寸 法 の ク リ ア ラ ン ス を と
っ て 形 成 さ れ た フ ラ ン ジ を 有 し て お り 、 内 視 鏡 内 部 の 洗 滌 手 段 で あ る 洗 滌 ブ ラ シ お よ び 洗
滌 水 の 少 な く と も 一 方 を 管 状 部 材 を 介 し て 前 記 円 筒 状 部 に 案 内 す る た め の 前 記 円 筒 状 部 と
前 記 管 状 部 材 と を 前 記 フ ラ ン ジ を 使 用 し て 連 結 さ せ る 内 視 鏡 洗 滌 用 カ プ ラ ー で あ っ て 、
　 前 記 カ プ ラ ー は 、 互 い に 直 交 す る 前 後 方 向 と 幅 方 向 と 上 下 方 向 と を 有 し て い て 前 記 管 状
部 材 を 着 脱 可 能 な 管 状 連 結 部 が 前 記 上 下 方 向 へ 延 び る よ う に 形 成 さ れ て い る 固 定 部 材 と 、
前 記 固 定 部 材 に 前 記 前 後 方 向 へ ス ラ イ ド 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る ス ラ イ ド 部 材 と か ら な
り 、
　 前 記 固 定 部 材 は 、 前 記 上 下 方 向 の 上 方 に 位 置 す る 第 １ 板 状 部 材 と 、 前 記 第 １ 板 状 部 材 か
ら 前 記 上 下 方 向 の 下 方 へ 所 要 寸 法 離 間 し て い て 前 記 第 １ 板 状 部 材 よ り も 厚 さ の 厚 い 第 ２ 板
状 部 材 と を 有 す る と と も に 、 前 記 第 １ 板 状 部 材 が 前 記 第 ２ 板 状 部 材 よ り も 前 記 前 後 方 向 の
前 方 へ 長 く 延 び て お り 、
　 前 記 管 状 連 結 部 は 、 前 記 前 後 方 向 に 並 ん で い て 前 方 に 位 置 す る 第 １ 管 状 連 結 部 と 後 方 に
位 置 す る 第 ２ 管 状 連 結 部 と か ら な り 、 前 記 第 １ 管 状 連 結 部 は そ の 下 方 部 分 が 前 記 第 １ 板 状
部 材 と 第 ２ 板 状 部 材 と を 貫 通 す る よ う に 形 成 さ れ た 前 記 固 定 部 材 の 第 １ 透 孔 を 前 記 第 １ 板
状 部 材 に お い て 前 記 上 下 方 向 へ 摺 動 可 能 に 貫 通 し て 前 記 第 ２ 板 状 部 材 に お い て 前 記 第 １ 透
孔 の 周 縁 部 に 着 脱 可 能 お よ び 着 脱 不 能 い ず れ か の 態 様 で つ な が っ て い て 、 前 記 第 １ 管 状 連
結 部 の 上 方 部 分 が 前 記 第 １ 板 状 部 材 の 上 方 へ 延 び て お り 、 前 記 第 ２ 管 状 連 結 部 は 前 記 第 １
板 状 部 材 と 前 記 第 ２ 板 状 部 材 と を 貫 通 す る よ う に 形 成 さ れ た 前 記 固 定 部 材 の 第 ２ 透 孔 に 前
記 上 下 方 向 へ 移 動 可 能 か つ 抜 脱 不 能 に 納 ま っ て い て 上 方 部 分 が 前 記 第 １ 板 状 部 材 の 前 記 上
方 へ 延 び る 一 方 、 下 方 部 分 が 前 記 第 ２ 板 状 部 材 の 下 方 へ 延 び て お り 、 前 記 第 ２ 透 孔 内 に あ
っ て 前 記 第 １ 板 状 部 材 と 前 記 第 ２ 板 状 部 材 と の 間 に 介 在 す る ば ね 手 段 が 前 記 第 １ 板 状 部 材
と 前 記 第 ２ 板 状 部 材 と を 前 記 上 下 方 向 に お い て 互 い に 離 間 す る 方 向 へ 付 勢 し て お り 、
　 前 記 ス ラ イ ド 部 材 は 、 前 記 第 １ 板 状 部 材 の 上 面 に 前 記 前 後 方 向 へ ス ラ イ ド 可 能 に 当 接 し
て い て 前 記 幅 方 向 に お い て 前 記 第 １ 、 第 ２ 管 状 連 結 部 を 介 し て 対 向 す る 第 １ 、 第 ２ 頂 部 と
、 前 記 第 ２ 板 状 部 材 の 下 面 に 前 記 前 後 方 向 へ ス ラ イ ド 可 能 に 当 接 し て い て 前 記 幅 方 向 に お
い て 前 記 第 １ 、 第 ２ 管 状 連 結 部 の う ち の 少 な く と も 前 記 第 ２ 管 状 連 結 部 を 介 し て 対 向 す る
第 １ 、 第 ２ 底 部 と 、 前 記 第 １ 頂 部 と 前 記 第 １ 底 部 と を つ な ぐ 第 １ 側 壁 部 と 、 前 記 第 ２ 頂 部
と 前 記 第 ２ 底 部 と を つ な ぐ 第 ２ 側 壁 部 と を 有 し 、 前 記 第 １ 、 第 ２ 底 部 の そ れ ぞ れ は 、 前 記
ス ラ イ ド 部 材 が 前 記 前 後 方 向 へ ス ラ イ ド す る と そ の ス ラ イ ド に 伴 っ て 前 記 ク リ ア ラ ン ス に
対 し て 進 入 退 出 で き る 厚 さ を 有 し 、
　 前 記 固 定 部 材 に お け る 前 記 第 １ 板 状 部 材 と 前 記 第 ２ 板 状 部 材 と の そ れ ぞ れ が 前 記 ば ね 手
段 の 付 勢 に よ っ て 前 記 ス ラ イ ド 部 材 の 前 記 第 １ 、 第 ２ 頂 部 に 対 し て は 下 方 か ら 、 前 記 第 １
、 第 ２ 底 部 に 対 し て は 上 方 か ら 圧 接 し て い る こ と を 特 徴 と す る 前 記 カ プ ラ ー 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 ２ 板 状 部 材 の 前 記 下 面 に は 、 前 記 第 １ 透 孔 の 外 側 に 前 記 第 １ 透 孔 と 同 心 の Ｏ － リ
ン グ が 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の カ プ ラ ー 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 ２ 板 状 部 材 は 、 そ の 上 面 側 に 、 前 記 第 １ 透 孔 と 同 心 の 環 状 溝 部 が 形 成 さ れ て い て
、 前 記 環 状 溝 部 に 納 ま る 第 ２ の ば ね 手 段 に よ っ て も 前 記 第 １ 板 状 部 材 と 第 ２ 板 状 部 材 と の
そ れ ぞ れ が 前 記 ス ラ イ ド 部 材 の 前 記 第 １ 、 第 ２ 頂 部 と 前 記 第 １ 、 第 ２ 底 部 と に 圧 接 し て い
る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の カ プ ラ ー 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 内 視 鏡 内 部 を 洗 滌 す る と き に 使 用 す る ブ ラ シ 等 の 洗 滌 手 段 を 内 視 鏡 内 部 へ
導 く た め に 使 用 す る カ プ ラ ー に 関 す る 。
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【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 使 用 後 の 内 視 鏡 の 内 部 に 洗 滌 用 ブ ラ シ や 洗 滌 水 を 導 い て そ の 内 部 を 洗 滌 し 、 そ の
後 に 内 視 鏡 を 再 度 使 用 す る こ と は よ く 知 ら れ て い る 。 ま た 、 そ の 洗 滌 の 際 に 、 洗 滌 用 ブ ラ
シ が 前 進 後 退 可 能 に 納 め ら れ た 管 状 部 材 や 洗 滌 水 を 供 給 す る た め の 管 状 部 材 を 内 視 鏡 の 操
作 盤 面 に 設 け ら れ て い る 吸 引 ボ タ ン 挿 入 用 開 口 部 や 送 気 ・ 送 水 ボ タ ン 挿 入 用 開 口 部 に 接 続
し て 内 視 鏡 内 部 を 洗 滌 す る こ と も よ く 知 ら れ て い る 。 さ ら に は ま た 、 そ の 接 続 に 際 し て 、
管 状 部 材 と 内 視 鏡 と の 間 に カ プ ラ ー を 介 在 さ せ る こ と も よ く 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 特 公 平 ６ － ６ １ ０ ３ 号 公 報 （ 特 許 文 献 １ ） に 開 示 さ れ た 内 視 鏡 へ の 流 体 供 給 用
コ ネ ク タ 装 置 は 、 こ の 種 の カ プ ラ ー で あ っ て 、 流 体 供 給 用 チ ュ ー ブ が 取 り 付 け ら れ る コ ネ
ク タ 本 体 を 有 す る 。 そ の コ ネ ク タ 本 体 に は 、 内 視 鏡 の 開 口 部 に 嵌 合 す る 支 持 部 材 と 、 ス ラ
イ ダ 部 材 と が 取 り 付 け ら れ て い る 。 支 持 部 材 は 、 そ れ に 内 蔵 さ れ た ば ね の 付 勢 に 抗 し て 変
形 し て 内 視 鏡 の 開 口 部 に 嵌 合 す る と 、 ス ラ イ ダ 部 材 が 内 視 鏡 の 操 作 盤 面 に 対 し て ス ラ イ ド
可 能 に な る 。 ス ラ イ ド し た ス ラ イ ダ 部 材 は 、 操 作 盤 面 と 開 口 部 の 周 囲 に 形 成 さ れ た フ ラ ン
ジ と の 間 の ク リ ア ラ ン ス に 進 入 し て 、 ば ね の 付 勢 下 に フ ラ ン ジ に 対 し て そ の 厚 さ 方 向 か ら
圧 接 す る 。 か か る コ ネ ク タ 装 置 は 、 そ の 圧 接 に よ っ て 操 作 盤 面 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 開 ２ ０ ０ ４ － ４ ９ ６ ９ ９ 号 公 報 （ 特 許 文 献 ２ ） に 記 載 さ れ た 発 明 は 、 特 許 文 献 １ に 記
載 の 構 造 と ほ ぼ 同 じ 構 造 を 有 す る 内 視 鏡 洗 浄 ア ダ プ タ を 対 象 と し 、 そ の ア ダ プ タ に お い て
使 用 さ れ る 複 数 の ば ね の 少 な く と も 一 つ は 、 そ の ば ね 係 数 を 他 の ば ね の ば ね 係 数 よ り も 小
さ く す る よ う に 規 定 し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 公 平 ６ － ６ １ ０ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ４ ９ ６ ９ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 １ ， ２ に 記 載 の コ ネ ク タ 装 置 や ア ダ プ タ は 、 コ イ ル ば ね を 圧 縮 し て 支 持 部 材 を
内 視 鏡 の 開 口 部 に 密 着 さ せ 、 そ れ と 同 時 に ス ラ イ ダ 部 材 を ス ラ イ ド さ せ れ ば 内 視 鏡 に 取 り
付 け る こ と が で き る 。 そ の 取 り 付 け 操 作 は 簡 単 で あ る が 、 コ ネ ク タ 本 体 の 厚 さ は 流 体 供 給
用 チ ュ ー ブ が 取 り 付 け ら れ る 口 金 の 長 さ に 比 べ る と 極 め て 薄 い か ら 、 そ の 本 体 の 透 孔 に 摺
動 可 能 に 挿 通 さ れ て い る 口 金 は 、 そ れ に つ な が る 流 体 供 給 用 チ ュ ー ブ が 揺 れ 動 い た り 、 曲
が っ た り す る と 動 き 易 く 、 内 視 鏡 の 吸 引 ボ タ ン 挿 入 用 開 口 部 等 の 開 口 部 か ら 外 れ た り 、 開
口 部 と の 間 に 隙 間 を 作 っ た り し て 、 口 金 と 開 口 部 と の 間 か ら 洗 滌 液 が 漏 れ る こ と が あ る 。
そ の よ う に し て 洗 滌 液 が 漏 れ る と 、 内 視 鏡 を 所 定 量 の 洗 滌 水 や 消 毒 液 で 洗 滌 す る こ と が で
き ず 、 内 視 鏡 の 洗 滌 や 消 毒 が 不 十 分 に な る と い う 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 発 明 が 課 題 と す る と こ ろ は 、 洗 滌 用 ブ ラ シ 等 の 洗 滌 手 段 を 内 視 鏡 内 部 へ 導 く た め の
管 状 部 材 が 簡 単 か つ 強 固 に 内 視 鏡 へ 取 り 付 け ら れ る よ う に 従 来 の カ プ ラ ー を 改 良 す る こ と
に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 お よ び 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 課 題 解 決 の た め に 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 が 対 象 と す る の は 、 内 視 鏡 の 操 作 盤 面 に 前
記 内 視 鏡 の 内 部 に 通 じ た 複 数 の 円 筒 状 部 が 一 軸 上 に 間 隔 を あ け て 形 成 さ れ て お り 、 前 記 円
筒 状 部 の 開 口 端 部 が 前 記 操 作 盤 面 と の 間 に 所 要 寸 法 の ク リ ア ラ ン ス を と っ て 形 成 さ れ た フ
ラ ン ジ を 有 し 、 前 記 円 筒 状 部 に 管 状 部 材 を つ な い で 内 視 鏡 内 部 の 洗 滌 手 段 で あ る 洗 滌 ブ ラ
シ お よ び 洗 滌 水 の 少 な く と も 一 方 を 前 記 円 筒 状 部 に 案 内 す る た め の 前 記 円 筒 状 部 と 前 記 管
状 部 材 と の 間 に 介 在 さ せ る 内 視 鏡 洗 滌 用 カ プ ラ ー で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 か か る カ プ ラ ー に お い て 、 こ の 発 明 が 特 徴 と す る と こ ろ は 、 次 の と お り で あ る 。 前 記 カ
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プ ラ ー が 、 互 い に 直 交 す る 前 後 方 向 と 幅 方 向 と 上 下 方 向 と を 有 し 前 記 管 状 部 材 が 前 記 上 下
方 向 へ 延 び る よ う に 取 り 付 け ら れ て い る 固 定 部 材 と 、 前 記 固 定 部 材 に 前 記 前 後 方 向 へ ス ラ
イ ド 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る ス ラ イ ド 部 材 と か ら な る 。 前 記 固 定 部 材 は 、 前 記 上 下 方 向
の 上 方 に 位 置 す る 第 １ 板 状 部 材 と 、 前 記 上 下 方 向 の 下 方 に 位 置 し て お り 前 記 第 １ 板 状 部 材
よ り も 厚 さ の 厚 い 第 ２ 板 状 部 材 と を 有 し て い て 、 前 記 第 １ 板 状 部 材 が 前 記 第 ２ 板 状 部 材 よ
り も 前 記 前 後 方 向 の 前 方 へ 長 く 延 び て い る 。 前 記 管 状 部 材 は 、 前 記 前 後 方 向 に 並 ん で い て
前 方 に 位 置 す る 第 １ 管 状 部 材 と 後 方 に 位 置 す る 第 ２ 管 状 部 材 と か ら な る 。 前 記 第 １ 管 状 部
材 は 、 前 記 第 １ 板 状 部 材 と 第 ２ 板 状 部 材 と を 貫 通 す る よ う に 形 成 さ れ た 前 記 固 定 部 材 の 第
１ 透 孔 に 前 記 上 方 か ら 挿 入 さ れ て 下 方 部 分 が 前 記 第 ２ 板 状 部 材 に 対 し て 螺 着 す る 一 方 、 上
方 部 分 が 前 記 第 １ 板 状 部 材 の 上 方 へ 延 び て い る 。 前 記 第 ２ 管 状 部 材 は 、 前 記 第 １ 板 状 部 材
と 前 記 第 ２ 板 状 部 材 と を 貫 通 す る よ う に 形 成 さ れ た 前 記 固 定 部 材 の 第 ２ 透 孔 に 前 記 上 下 方
向 へ 移 動 可 能 か つ 前 記 上 下 方 向 へ 前 記 固 定 部 材 か ら 抜 脱 不 能 に 納 ま っ て い て 上 方 部 分 が 前
記 第 １ 板 状 部 材 の 前 記 上 方 へ 延 び る 一 方 、 下 方 部 分 が 前 記 第 ２ 板 状 部 材 の 下 方 へ 延 び て い
る 。 前 記 第 ２ 透 孔 内 に あ っ て 前 記 第 １ 板 状 部 材 と 前 記 第 ２ 板 状 部 材 と の 間 に 介 在 す る ば ね
手 段 が 前 記 第 １ 板 状 部 材 と 前 記 第 ２ 板 状 部 材 と を 前 記 上 下 方 向 に お い て 互 い に 離 間 す る よ
う に 付 勢 し て い る 。 前 記 ス ラ イ ド 部 材 は 、 前 記 第 １ 板 状 部 材 の 上 面 に 前 記 前 後 方 向 へ ス ラ
イ ド 可 能 に 当 接 し て い て 前 記 幅 方 向 に お い て 前 記 第 １ 、 第 ２ 管 状 部 材 を 介 し て 対 向 す る 第
１ 、 第 ２ 頂 部 と 、 前 記 第 ２ 板 状 部 材 の 下 面 に 前 記 前 後 方 向 へ ス ラ イ ド 可 能 に 当 接 し て い て
前 記 幅 方 向 に お い て 前 記 第 １ 、 第 ２ 管 状 部 材 の う ち の 少 な く と も 前 記 第 ２ 管 状 部 材 を 介 し
て 対 向 す る 第 １ 、 第 ２ 底 部 と 、 前 記 第 １ 頂 部 と 前 記 第 １ 底 部 と を つ な ぐ 第 １ 側 壁 部 と 、 前
記 第 ２ 頂 部 と 前 記 第 ２ 底 部 と を つ な ぐ 第 ２ 側 壁 部 と を 有 す る 。 前 記 第 １ 、 第 ２ 底 部 の そ れ
ぞ れ は 、 前 記 ス ラ イ ド 部 材 が 前 記 前 後 方 向 へ ス ラ イ ド す る と 、 そ の ス ラ イ ド に 伴 っ て 前 記
ク リ ア ラ ン ス に 対 し て 進 入 退 出 で き る 厚 さ を 有 す る 。 前 記 固 定 部 材 に お け る 前 記 第 １ 板 状
部 材 と 前 記 第 ２ 板 状 部 材 と の そ れ ぞ れ は 、 前 記 ば ね 手 段 の 付 勢 に よ っ て 前 記 ス ラ イ ド 部 材
の 前 記 第 １ 、 第 ２ 頂 部 と 前 記 第 １ 、 第 ２ 底 部 と の そ れ ぞ れ に 圧 接 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 発 明 に お い て 、 第 １ 環 状 部 材 は 固 定 部 材 の 第 ２ 板 状 部 材 に 対 し て 螺 着 し て い る か ら
、 固 定 部 材 に 対 し て 強 固 に 取 り 付 け ら れ た 状 態 に あ っ て 、 カ プ ラ ー が 内 視 鏡 に 取 り 付 け ら
れ た と き に 、 内 視 鏡 に 対 し て 揺 れ 動 く こ と が な い 。 第 ２ 環 状 部 材 は 、 そ の 上 方 部 分 を 第 １
板 状 部 材 に お け る 第 ２ 透 孔 の 周 面 に 摺 動 可 能 に 接 触 さ せ 、 そ の 下 方 部 分 を 第 ２ 板 状 部 材 に
お け る 第 ２ 透 孔 の 周 面 に 摺 動 可 能 に 接 触 さ せ る こ と に よ っ て 、 上 下 ２ 箇 所 が 固 定 部 材 に 支
え ら れ る か ら 、 第 ２ 環 状 部 材 も ま た カ プ ラ ー が 内 視 鏡 に 取 り 付 け ら れ た と き に 、 内 視 鏡 に
対 し て 大 き く 揺 れ 動 く こ と が な い 。 か よ う な カ プ ラ ー は 、 ば ね 手 段 に よ っ て 互 い に 接 近 す
る 方 向 へ 付 勢 さ れ て い る 固 定 部 材 と ス ラ イ ド 部 材 と に よ っ て 、 内 視 鏡 操 作 盤 面 の 円 筒 状 部
に 形 成 さ れ た フ ラ ン ジ を 挟 む よ う に す る と 、 第 １ 、 第 ２ 管 状 部 材 は 内 視 鏡 の 円 筒 状 部 か ら
外 れ た り 、 円 筒 状 部 と の 間 に 隙 間 を 作 る こ と が な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ２ に 係 る こ の 発 明 で は 、 前 記 第 ２ 板 状 部 材 の 前 記 下 面 に は 、 前 記 第 １ 透 孔 の 外 側
に 前 記 第 １ 透 孔 と 同 心 の Ｏ － リ ン グ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 か よ う な 態 様 の 発 明 で は 、 Ｏ － リ ン グ を 上 下 方 向 か ら 内 視 鏡 操 作 盤 面 の フ ラ ン ジ に 密 着
さ せ る こ と に よ っ て 、 カ プ ラ ー の 第 １ 透 孔 を 内 視 鏡 操 作 盤 面 の 開 口 端 部 に 水 密 状 態 で つ な
ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ３ に 係 る こ の 発 明 で は 、 前 記 第 ２ 板 状 部 材 の 上 面 に 、 前 記 第 １ 透 孔 と 同 心 の 環 状
溝 部 が 形 成 さ れ て い て 、 前 記 環 状 溝 部 に 納 ま る 第 ２ の ば ね 手 段 に よ っ て も 前 記 第 １ 板 状 部
材 と 第 ２ 板 状 部 材 と の そ れ ぞ れ が 前 記 ス ラ イ ド 部 材 の 前 記 第 １ 、 第 ２ 頂 部 と 前 記 第 １ 、 第
２ 底 部 と に 圧 接 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 か よ う な 態 様 の 発 明 で は 、 固 定 部 材 と ス ラ イ ド 部 材 と が 前 後 方 向 に 並 ぶ 第 １ 透 孔 と 第 ２
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透 孔 そ れ ぞ れ に 対 し て 配 置 さ れ た ２ つ の ば ね 手 段 に よ っ て 互 い に 圧 接 し た 状 態 に な る か ら
、 ス ラ イ ド 部 材 の 固 定 部 材 に 対 す る ス ラ イ ド は 、 固 定 部 材 の 前 後 方 向 全 体 に お い て ス ム ー
ズ に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 、 洗 滌 用 ブ ラ シ を 内 視 鏡 の 内 部 へ 導 い た り 、 洗 滌 水 を 内 視 鏡 の 内
部 へ 導 い た り す る た め に 使 用 す る 、 こ の 発 明 に 係 る カ プ ラ ー の 詳 細 を 説 明 す る と 、 以 下 の
と お り で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ に 斜 視 図 で 示 さ れ た 内 視 鏡 １ は 、 操 作 部 ２ と 、 操 作 部 ２ か ら 図 の 下 方 へ 延 び る 挿 入
部 ３ と 、 操 作 部 ２ か ら 図 の 左 方 へ 延 び る ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド 部 ４ と を 有 す る 。 操 作 部 ２ で
は 、 吸 引 シ リ ン ダ ６ に お け る 吸 引 ボ タ ン 挿 入 用 開 口 ７ と 、 送 気 ・ 送 水 シ リ ン ダ ８ に お け る
送 気 ・ 送 水 ボ タ ン 挿 入 用 開 口 ９ と が 平 坦 な 操 作 盤 面 ５ か ら 延 び る 円 筒 状 部 分 の 先 端 に 形 成
さ れ て お り 、 鉗 子 挿 入 用 開 口 １ １ が 盤 面 ５ の 下 方 に 形 成 さ れ て い て 、 こ れ ら 開 口 ７ ， ９ ，
１ １ に は 、 吸 引 ボ タ ン １ ２ 、 送 気 ・ 送 水 ボ タ ン １ ３ 、 鉗 子 栓 １ ４ が 取 り 外 し 可 能 に セ ッ ト
さ れ る 。 開 口 ７ の 端 部 周 縁 に は 第 １ フ ラ ン ジ １ ７ １ が 形 成 さ れ て お り 、 開 口 ９ の 端 部 周 縁
に は 第 ２ フ ラ ン ジ １ ７ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 操 作 部 ２ に は 、 そ の 他 に ア ン グ ル ノ ブ １ ６ ，
１ ７ や ア ン グ ル 解 除 ノ ブ １ ８ ， １ ９ 等 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ は 、 内 視 鏡 １ の 断 面 構 造 の 概 略 と 、 内 視 鏡 １ の 自 動 洗 滌 プ ロ セ ス の 一 例 を 示 す 図 で
あ る 。 内 視 鏡 １ の 操 作 部 ２ の 鉗 子 挿 入 口 １ １ か ら は 内 視 鏡 １ の 挿 入 部 ３ の 先 端 に 向 か っ て
鉗 子 管 路 （ 鉗 子 チ ャ ネ ル と も い う ） ７ ６ が 延 び て い る 。 吸 引 ボ タ ン １ ２ の 挿 入 用 開 口 ７ か
ら 延 び る 吸 引 シ リ ン ダ ６ は 、 鉗 子 管 路 ７ ６ に 対 し て 交 差 部 位 ７ ７ で つ な が る 挿 入 部 管 路 ７
８ と 、 先 端 に 吸 引 コ ネ ク タ ７ ９ を 有 す る ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド 部 管 路 ８ １ と に 分 か れ て い る
。 こ の 内 視 鏡 １ の 内 部 を 洗 滌 す る に は 、 鉗 子 挿 入 用 開 口 １ １ か ら 鉗 子 管 路 ７ ６ へ 第 １ 洗 滌
用 ブ ラ シ ３ １ を 挿 入 し 、 吸 引 ボ タ ン 挿 入 用 開 口 ７ か ら は 、 ボ タ ン １ ２ を 抜 い て 、 第 ２ 洗 滌
用 ブ ラ シ ３ ２ を 挿 入 部 管 路 ７ ８ へ 挿 入 す る 。 洗 滌 槽 （ 図 示 せ ず ） の 給 水 路 か ら は 、 ア ル カ
リ 水 、 酸 性 水 ま た は 水 道 水 い ず れ か の 洗 滌 水 を 、 必 要 な ら 洗 剤 と と も に 、 こ れ ら 鉗 子 管 路
７ ６ と 挿 入 部 管 路 ７ ８ と へ 供 給 す る 。 第 １ 、 第 ２ 洗 滌 用 ブ ラ シ ３ １ ， ３ ２ の そ れ ぞ れ は 、
ブ ラ シ 送 り 用 モ ー タ （ 図 示 せ ず ） の 作 用 に よ っ て 、 矢 印 ９ １ ， ９ ２ 方 向 へ 徐 々 に 前 進 し な
が ら 管 路 ７ ６ 、 管 路 ７ ８ を ブ ラ ッ シ ン グ す る の で あ る が 、 第 ２ 洗 滌 用 ブ ラ シ ３ ２ が 挿 入 部
管 路 ７ ８ と 鉗 子 管 路 ７ ６ と を 前 進 し た 後 に 矢 印 ９ ３ 方 向 へ 後 退 し て 、 吸 引 ボ タ ン 挿 入 用 開
口 ７ に ま で 戻 る と 、 第 １ 洗 滌 用 ブ ラ シ ３ １ が 矢 印 ９ １ 方 向 へ 前 進 し て 鉗 子 管 路 ７ ６ を ブ ラ
ッ シ ン グ す る 。 後 退 し た 第 ２ 洗 滌 用 ブ ラ シ ３ ２ は 、 そ の 先 端 が 挿 入 部 管 路 ７ ８ か ら 抜 け て
、 開 口 ７ の 直 下 か ら 下 方 へ 延 び る ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド 部 管 路 ８ １ へ 向 か い 、 管 路 ８ １ を ブ
ラ ッ シ ン グ す る 。 第 １ 洗 滌 用 ブ ラ シ ３ １ と 第 ２ 洗 滌 用 ブ ラ シ ３ ２ と は 、 鉗 子 管 路 ７ ６ と ユ
ニ バ ー サ ル コ ー ド 部 管 路 ８ １ と の そ れ ぞ れ を 全 長 に わ た っ て ブ ラ ッ シ ン グ し た 後 に 、 モ ー
タ の 作 用 に よ っ て 内 視 鏡 １ の 外 に ま で 後 退 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ３ ， ４ は 、 こ の 発 明 に 係 る カ プ ラ ー １ ０ ０ の 頂 面 部 を 示 す 斜 視 図 と 、 底 面 部 を 示 す 斜
視 図 で あ っ て 、 カ プ ラ ー １ ０ ０ の 互 い に 直 交 す る 幅 方 向 と 、 前 後 方 向 と 、 上 下 方 向 と が Ｘ
， Ｙ ， Ｚ で 示 さ れ て い る 。 カ プ ラ ー １ ０ ０ に つ い て 、 前 方 と い う と き に は 、 図 ３ の 右 方 を
意 味 し 、 後 方 と い う と き に は 、 こ れ ら の 図 の 左 方 を 意 味 し 、 カ プ ラ ー １ ０ ０ の 上 方 は こ れ
ら の 図 の 上 方 を 意 味 し て い る 。 カ プ ラ ー １ ０ ０ は 、 内 視 鏡 １ に 対 す る 第 ２ 洗 滌 用 ブ ラ シ ３
２ や 洗 滌 水 等 の 洗 滌 手 段 の 導 入 を 容 易 に す る こ と が で き る も の で 、 内 視 鏡 １ の 洗 滌 に 先 立
っ て 内 視 鏡 １ の 盤 面 ５ に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 カ プ ラ ー １ ０ ０ は 、 固 定 部 材 １ ０ １ と ス ラ イ ド 部 材 １ ０ ２ と を 含 み 、 そ の 固 定 部 材 １ ０
１ は 、 図 ３ に お い て 上 方 に 位 置 す る 第 １ 板 状 部 材 １ ０ ３ と 下 方 に 位 置 す る 第 ２ 板 状 部 材 １
０ ４ と を 有 し 、 前 後 方 向 Ｙ の 後 方 寄 り に は 第 １ 管 状 部 材 １ ３ １ が 取 り 付 け ら れ て お り 、 前

10

20

30

40

50

(5) JP 2006-55325 A 2006.3.2



方 寄 り に は 第 ２ 管 状 部 材 １ ３ ２ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 図 ３ で は 、 こ れ ら 第 １ 、 第 ２ 管 状
部 材 １ ３ １ ， １ ３ ２ が 第 １ 板 状 部 材 １ ０ ３ の 上 方 へ 延 び て お り 、 図 ４ で は 、 第 ２ 管 状 部 材
１ ３ ２ の み が 第 ２ 板 状 部 材 １ ０ ４ の 下 方 （ 図 ４ の 上 方 ） へ 延 び て い る 。 第 １ 管 状 部 材 １ ３
１ に は 、 洗 滌 用 ホ ー ス １ ３ ９ （ 図 ６ 参 照 ） が 取 り 付 け ら れ 、 こ の 洗 滌 用 ホ ー ス １ ３ ９ を 介
し て 第 ２ 洗 滌 用 ブ ラ シ ３ ２ と 洗 滌 水 と が 内 視 鏡 １ の 吸 引 ボ タ ン 挿 入 用 開 口 ７ へ 導 か れ る 。
第 ２ 管 状 部 材 １ ３ ２ に は 、 連 結 用 ホ ー ス １ ４ ０ （ 図 ６ 参 照 ） が 取 り 付 け ら れ て 、 洗 滌 水 が
内 視 鏡 １ の 送 気 ・ 送 水 用 ボ タ ン 挿 入 用 開 口 ９ へ 導 か れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ス ラ イ ド 部 材 １ ０ ２ は 、 固 定 部 材 １ ０ １ に 対 し て 前 後 方 向 Ｙ へ ス ラ イ ド 可 能 な も の で あ
っ て 、 図 ３ に お い て 第 １ 、 第 ２ 管 状 部 材 １ ３ １ ， １ ３ ２ を 介 し て 幅 方 向 Ｘ で 向 か い 合 う 第
１ 、 第 ２ 頂 部 １ １ １ ， １ １ ２ と 、 図 ４ に お い て 第 ２ 管 状 部 材 １ ３ ２ を 介 し て 幅 方 向 Ｘ で 向
か い 合 う 第 １ 、 第 ２ 底 部 １ １ ３ ， １ １ ４ と 、 こ れ ら 第 １ 、 第 ２ 頂 部 １ １ １ ， １ １ ２ の そ れ
ぞ れ と 第 １ 、 第 ２ 底 部 １ １ ３ ， １ １ ４ の そ れ ぞ れ と を つ な ぐ 第 １ 、 第 ２ 側 壁 １ １ ５ ， １ １
６ と を 有 し 、 第 １ 、 第 ２ 底 部 １ １ ３ ， １ １ ４ は 、 そ れ ぞ れ の 前 方 部 分 が 連 結 部 １ １ ７ に よ
っ て つ な が れ て い る 。 第 １ 、 第 ２ 頂 部 １ １ １ ， １ １ ２ は 、 固 定 部 材 １ ０ １ に お け る 第 １ 板
状 部 材 １ ０ ３ の 上 面 １ ０ ３ ａ に 対 し て 前 後 方 向 Ｙ へ ス ラ イ ド 可 能 に 形 成 さ れ 、 第 １ 、 第 ２
底 部 １ １ ３ ， １ １ ４ は 、 固 定 部 材 １ ０ １ に お け る 第 ２ 板 状 部 材 １ ０ ４ の 下 面 １ ０ ４ ｂ に 対
し て 前 後 方 向 Ｙ へ ス ラ イ ド 可 能 に 形 成 さ れ て い る 。 た だ し 、 図 ３ ， ４ の カ プ ラ ー １ ０ ０ で
は 、 ス ラ イ ド 部 材 １ ０ ２ の 前 端 面 １ ０ ２ ａ が 第 １ 板 状 部 材 １ ０ ３ の 前 端 部 １ １ ８ に お け る
下 面 １ ０ ３ ｂ に 突 起 と し て 形 成 さ れ て い る ス ト ッ パ ー １ １ ９ に 後 方 か ら 当 接 し て い る の で
、 ス ラ イ ド 部 材 １ ０ ２ は 、 固 定 部 材 １ ０ １ に 対 し て 後 方 に 向 か っ て の み ス ラ イ ド 可 能 な 状
態 に あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ５ は 、 ス ラ イ ド 部 材 １ ０ ２ が 固 定 部 材 １ ０ １ の 後 方 へ ス ラ イ ド し た 状 態 に あ る 図 ３ と
同 様 な 図 で あ る 。 ス ラ イ ド 部 材 １ ０ ２ は 、 固 定 部 材 １ ０ １ に お け る 第 ２ 板 状 部 材 １ ０ ４ の
後 端 面 １ ０ ４ ｃ の 近 傍 に ま で 移 動 し て お り 、 そ の 移 動 し た ス ラ イ ド 部 材 １ ０ ２ の 前 方 に は
、 第 １ 板 状 部 材 １ ０ ３ の 前 方 部 分 １ ６ ２ が 延 び て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ６ は 、 図 ３ の Ｖ Ｉ － Ｖ Ｉ 線 断 面 図 で あ っ て 、 カ プ ラ ー １ ０ ０ が 取 り 付 け ら れ る べ き 内
視 鏡 １ の 操 作 盤 面 ５ の 断 面 が 併 せ て 示 さ れ て い る 。 ま た 、 第 １ 管 状 部 材 １ ３ １ と 第 ２ 管 状
部 材 １ ３ ２ と に は 、 そ れ ら に 取 り 付 け ら れ た 洗 滌 用 ホ ー ス １ ３ ９ と 連 結 用 ホ ー ス １ ４ ０ と
が 仮 想 線 で 示 さ れ て い る 。 図 ３ の Ｖ Ｉ － Ｖ Ｉ 線 は 、 カ プ ラ ー １ ０ ０ の 幅 を 二 等 分 す る 中 心
線 Ｃ － Ｃ に 一 致 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ６ の 固 定 部 材 １ ０ １ に は 、 第 １ 板 状 部 材 １ ０ ３ と 第 １ 板 状 部 材 １ ０ ３ よ り も 厚 く 形 成
さ れ て い る 第 ２ 板 状 部 材 １ ０ ４ と を 貫 通 す る 第 １ 透 孔 １ ４ １ と 第 ２ 透 孔 １ ４ ２ と が 形 成 さ
れ て い る 。 第 １ 透 孔 １ ４ １ に は 、 第 １ 管 状 部 材 １ ３ １ が 上 方 か ら 挿 入 さ れ 、 第 １ 管 状 部 材
１ ３ １ の 下 方 部 分 １ ４ ３ が 第 ２ 板 状 部 材 １ ０ ４ に お け る 第 １ 透 孔 １ ４ １ に 対 し て 着 脱 可 能
ま た は 着 脱 不 能 な 状 態 で 取 り 付 け ら れ て い る 。 第 １ 管 状 部 材 １ ３ １ の 上 方 部 分 １ ４ ４ は 、
第 １ 板 状 部 材 １ ０ ３ に お け る 第 １ 透 孔 １ ４ １ の 周 面 に 上 下 方 向 Ｚ へ 摺 動 可 能 に 当 接 し て お
り 、 上 方 部 分 １ ４ ４ の 端 部 に は 洗 滌 用 ホ ー ス １ ３ ９ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 第 ２ 板 状 部 材
１ ０ ４ の 上 面 １ ０ ４ ａ に は 第 １ 透 孔 １ ４ １ と 同 心 で 環 状 を 成 す 第 １ 溝 部 １ ４ ６ が 形 成 さ れ
て お り 、 そ の 第 １ 溝 部 １ ４ ６ に は 、 ば ね 手 段 で あ る 第 １ コ イ ル ば ね １ ４ ７ が 納 め ら れ て い
て 、 第 １ 溝 部 １ ４ ６ を 覆 う 第 １ 板 状 部 材 １ ０ ３ と 第 １ 溝 部 １ ４ ６ の 底 部 と の 間 で 蓄 勢 状 態
に あ り 、 こ れ ら 第 １ 板 状 部 材 １ ０ ３ と 第 ２ 板 状 部 材 １ ０ ４ と を 上 下 方 向 Ｚ に お い て 互 い に
離 間 す る よ う に 付 勢 し て い る 。 第 ２ 板 状 部 材 １ ０ ４ の 下 面 １ ０ ４ ｂ に は 、 第 １ Ｏ － リ ン グ
１ ４ ９ を 納 め る た め に 第 １ 透 孔 １ ４ １ と 同 心 の 第 ２ 溝 部 １ ４ ８ が 形 成 さ れ て い る 。 固 定 部
材 １ ０ １ の 第 ２ 透 孔 １ ４ ２ に は 、 第 ２ 管 状 部 材 １ ３ ２ が 挿 通 さ れ て い て 、 下 方 部 分 １ ５ １
が 第 ２ 板 状 部 材 １ ０ ４ の 下 面 １ ０ ４ ｂ か ら 下 方 へ 延 び て お り 、 周 面 に は 第 ２ Ｏ － リ ン グ １
５ ２ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 第 ２ 管 状 部 材 １ ３ ２ の 上 方 部 分 １ ５ ３ は 、 第 １ 板 状 部 材 １ ０
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３ に お け る 第 ２ 透 孔 １ ４ ２ の 周 面 に 上 下 方 向 へ 摺 動 可 能 に 当 接 し て い て 、 端 部 に は 連 結 ホ
ー ス １ ４ ０ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 第 ２ 管 状 部 材 １ ３ ２ に お け る 中 間 部 １ ５ ４ は 、 下 方 に
形 成 さ れ て い る 第 １ 拡 径 部 分 １ ５ ６ の 径 が 第 ２ 板 状 部 材 １ ０ ４ の 下 面 １ ０ ４ ｂ 近 傍 に お け
る 第 ２ 透 孔 １ ４ ２ の 径 よ り も 大 き く 、 ま た 上 方 に 形 成 さ れ て い る 第 ２ 拡 径 部 １ ５ ７ の 径 が
第 １ 板 状 部 材 １ ０ ３ に お け る 第 ２ 透 孔 １ ４ ２ の 径 よ り も 大 き い 。 そ れ ゆ え 、 第 ２ 管 状 部 材
１ ３ ２ は 、 固 定 部 材 １ ０ １ に お け る 第 ２ 透 孔 １ ４ ２ か ら 抜 け 出 る こ と が な い 。 か よ う な 中
間 部 １ ５ ４ の 外 側 に は ば ね 手 段 で あ る 第 ２ コ イ ル ば ね １ ５ ８ が あ っ て 、 第 １ 拡 径 部 分 １ ５
６ と 第 １ 板 状 部 材 １ ０ ３ と に 圧 接 し て 蓄 勢 状 態 に あ り 、 そ の 第 １ 拡 径 部 分 １ ５ ６ を 介 し て
第 １ 板 状 部 材 １ ０ ３ と 第 ２ 板 状 部 材 １ ０ ４ と を 上 下 方 向 Ｚ へ 互 い に 離 間 す る よ う に 付 勢 し
て い る 。 そ の 結 果 と し て 、 こ れ ら 両 部 材 １ ０ ３ ， １ ０ ４ の 間 に は 第 ３ ク リ ア ラ ン ス Ｌ が 形
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ６ の ス ラ イ ド 部 材 １ ０ ２ は 、 カ プ ラ ー １ ０ ０ の 前 方 寄 り に 位 置 し て お り 、 前 端 面 １ １
０ が 固 定 部 材 １ ０ １ の ス ト ッ パ ー １ １ ９ に 図 の 左 方 か ら 当 接 し て い る 。 図 の 上 下 方 向 Ｚ に
お い て 、 ス ラ イ ド 部 材 １ ０ ２ の 第 １ 頂 部 １ １ １ と 第 １ 底 部 １ １ ３ と は 、 第 １ コ イ ル ば ね １
４ ７ と 第 ２ コ イ ル ば ね １ ５ ８ と の 作 用 に よ っ て 固 定 部 材 １ ０ １ に 圧 接 し て い る 。 ス ラ イ ド
部 材 １ ０ ２ に は 、 第 １ 、 第 ２ 頂 部 １ １ １ ， １ １ ２ と 前 端 壁 １ １ ０ と の 間 に 間 隙 １ ６ １ が 形
成 さ れ て お り 、 第 １ 板 状 部 材 １ ０ ３ の 前 方 部 分 １ ６ ２ は そ の 間 隙 １ ６ １ を 通 っ て さ ら に 前
方 へ 延 び て お り 、 前 端 部 １ １ ８ に は ス ト ッ パ ー １ １ ９ が 形 成 さ れ て い る 。 た だ し 、 図 ６ に
は 、 第 １ 頂 部 １ １ １ と 前 端 壁 １ １ ０ と の 間 の 間 隙 １ ６ １ の み が 図 示 さ れ て お り 、 第 ２ 頂 部
１ １ ２ と 前 端 壁 １ １ ０ と の 間 の 隙 間 は 図 示 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ６ の 内 視 鏡 １ は 、 そ の 操 作 盤 面 ５ に お け る 吸 引 シ リ ン ダ ６ と 送 気 ・ 送 水 シ リ ン ダ ８ そ
れ ぞ れ の 軸 １ ６ ３ ， １ ６ ４ が 第 １ 管 状 部 材 １ ３ １ と 第 ２ 管 状 部 材 １ ３ ２ そ れ ぞ れ の 軸 １ ６
５ ， １ ６ ６ と 上 下 方 向 Ｚ に お い て 一 致 し て い る 。 吸 引 シ リ ン ダ ６ の 開 口 ７ の 端 部 周 縁 に は
、 盤 面 ５ と の 間 に 第 １ ク リ ア ラ ン ス １ ６ ７ を 有 す る 第 １ フ ラ ン ジ １ ７ １ が 形 成 さ れ て お り
、 送 気 ・ 送 水 シ リ ン ダ ８ の 開 口 ９ の 端 部 周 縁 に は 盤 面 ５ と の 間 に 第 ２ ク リ ア ラ ン ス １ ６ ８
を 有 す る 第 ２ フ ラ ン ジ １ ７ ２ が 形 成 さ れ て い る （ 図 １ を 併 せ て 参 照 ） 。 好 ま し い 操 作 盤 面
５ に お け る 第 １ 、 第 ２ ク リ ア ラ ン ス １ ６ ７ ， １ ６ ８ は 、 等 し い 寸 法 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ７ ， ８ ， ９ は 、 図 ６ の カ プ ラ ー １ ０ ０ が 内 視 鏡 １ の 操 作 盤 面 ５ に ま で 下 降 し て 盤 面 ５
に 取 り 付 け ら れ る 過 程 を 示 す 図 で あ る 。 図 ６ に お い て 、 カ プ ラ ー １ ０ ０ が 下 降 す る と 、 図
７ に 示 さ れ て い る よ う に 、 第 １ Ｏ － リ ン グ １ ４ ９ が 第 １ フ ラ ン ジ １ ７ １ に 当 接 し て 第 １ 管
状 部 材 １ ３ １ と 吸 引 シ リ ン ダ ６ と が つ な が る 。 ま た 、 第 ２ 管 状 部 材 １ ３ ２ は 、 そ の 下 方 部
分 １ ５ １ が 送 気 ・ 送 水 シ リ ン ダ ８ へ 進 入 し て 、 第 ２ Ｏ － リ ン グ １ ５ ２ が シ リ ン ダ ８ の 周 面
に 密 着 す る と と も に 、 第 ２ 板 状 部 材 １ ０ ４ の 下 面 １ ０ ４ ｂ が 第 ２ フ ラ ン ジ １ ７ ２ に 当 接 し
、 第 ２ 管 状 部 材 １ ３ ２ と 送 気 ・ 送 水 シ リ ン ダ ８ と が つ な が る 。 か よ う な 状 態 に あ る カ プ ラ
ー １ ０ ０ で は 、 ス ラ イ ド 部 材 １ ０ ２ が 後 方 へ 向 か っ て ス ラ イ ド し よ う と す る と 、 第 １ 、 第
２ 底 部 １ １ ３ ， １ １ ４ の 後 端 １ ７ ３ ， １ ７ ４ （ 図 ４ 参 照 ） が 第 １ フ ラ ン ジ １ ７ １ に 前 方 か
ら 衝 接 し て 、 そ の ス ラ イ ド を 阻 止 さ れ る 。 そ の カ プ ラ ー １ ０ ０ が 図 ８ に 示 さ れ て い る よ う
に 下 方 へ 向 か っ て 押 圧 さ れ る と 、 第 １ Ｏ － リ ン グ １ ４ ９ と 第 １ コ イ ル ば ね １ ４ ７ と 第 ２ コ
イ ル ば ね １ ５ ８ と の そ れ ぞ れ が 圧 縮 さ れ て 、 第 １ 板 状 部 材 １ ０ ３ が 第 ２ 板 状 部 材 １ ０ ４ と
の ク リ ア ラ ン ス Ｌ を 小 さ く す る よ う に 下 降 す る 。 そ れ と 同 時 に 、 ス ラ イ ド 部 材 １ ０ ２ の 第
１ 、 第 ２ 底 部 １ １ ３ ， １ １ ４ が 操 作 盤 面 ５ に 接 近 す る よ う に 下 降 す る 。 第 １ 、 第 ２ 底 部 １
１ ３ ， １ １ ４ は 、 そ れ ぞ れ の 厚 さ が 第 １ 、 第 ２ ク リ ア ラ ン ス １ ６ ７ ， １ ６ ８ そ れ ぞ れ の 寸
法 よ り も 僅 か に 小 さ く 形 成 さ れ て お り 、 下 降 し た 状 態 に あ る ス ラ イ ド 部 材 １ ０ ２ が 後 方 へ
向 か っ て ス ラ イ ド す る と 、 図 ４ に 示 さ れ て い る 第 １ 底 部 １ １ ３ の 縁 部 １ ７ ６ ， １ ７ ７ の そ
れ ぞ れ と 、 第 ２ 底 部 １ １ ４ の 縁 部 １ ７ ８ ， １ ７ ９ の そ れ ぞ れ と が 、 第 １ 、 第 ２ ク リ ア ラ ン
ス １ ６ ７ ， １ ６ ８ の そ れ ぞ れ に 進 入 す る 。 次 に 、 カ プ ラ ー １ ０ ０ が 上 下 方 向 Ｚ に お け る 押
圧 か ら 開 放 さ れ る と 、 第 １ 、 第 ２ 底 部 １ １ ３ ， １ １ ４ の そ れ ぞ れ が 、 主 と し て 第 １ 、 第 ２
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コ イ ル ば ね １ ４ ７ ， １ ５ ８ の 作 用 に よ っ て 、 第 １ 、 第 ２ フ ラ ン ジ １ ７ １ ， １ ７ ２ の そ れ ぞ
れ に 下 方 か ら 圧 接 す る と と も に 第 ２ 板 状 部 材 １ ０ ４ と 協 働 し て こ れ ら フ ラ ン ジ １ ７ １ ， １
７ ２ を 挟 み 、 ス ラ イ ド 部 材 １ ０ ２ が 図 ９ の 状 態 に な っ て カ プ ラ ー １ ０ ０ の 盤 面 ５ へ の 取 り
付 け が 終 了 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 か よ う に 盤 面 ５ に 取 り 付 け ら れ る カ プ ラ ー １ ０ ０ は 、 第 １ 、 第 ２ 管 状 部 材 １ ３ １ と １ ３
２ と を 吸 引 シ リ ン ダ ６ と 送 気 ・ 送 水 シ リ ン ダ ８ と に 一 致 さ せ る よ う に し て 盤 面 ５ に 向 か っ
て 押 圧 し 、 押 圧 し た 状 態 で ス ラ イ ド 部 材 １ ０ ２ を 後 方 へ ス ラ イ ド さ せ れ ば 内 視 鏡 １ へ の 取
り 付 け が 完 了 す る か ら 、 取 り 付 け 操 作 が 簡 単 で あ る 。 前 後 方 向 Ｙ に 長 い 固 定 部 材 １ ０ １ と
ス ラ イ ド 部 材 １ ０ ２ と で は 、 固 定 部 材 １ ０ １ の 両 端 部 に 第 １ コ イ ル ば ね １ ４ ７ と 第 ２ コ イ
ル ば ね １ ５ ８ と を 配 置 す る こ と に よ っ て 、 固 定 部 材 １ ０ １ の 前 後 方 向 Ｙ の 全 体 に わ た っ て
の ス ラ イ ド 部 材 １ ０ ２ の ス ラ イ ド が ス ム ー ズ に な る 。 ま た 、 取 り 付 け 後 の カ プ ラ ー １ ０ ０
で は 、 第 １ 管 状 部 材 １ ３ １ が 第 ２ 板 状 部 材 １ ０ ４ に 螺 着 し た 状 態 に あ っ て 、 揺 れ 動 く こ と
が な い 。 第 ２ 管 状 部 材 １ ３ ２ は 、 そ の 上 方 部 分 １ ５ ３ と 下 方 部 分 １ ５ １ の 近 傍 の 第 １ 拡 径
部 １ ５ ６ と が 固 定 部 材 １ ０ １ の 第 ２ 透 孔 １ ４ ２ に お け る 周 面 に 上 下 方 向 Ｚ へ 摺 動 可 能 に 当
接 し て い る の で 、 大 き く 揺 れ 動 く こ と が な い 。 か か る カ プ ラ ー １ ０ ０ で は 、 洗 滌 用 ホ ー ス
１ ３ ９ や 連 結 用 ホ ー ス １ ４ ０ が 揺 れ 動 い た り 、 曲 が っ た り し て も 、 第 １ 管 状 部 材 １ ３ １ や
第 ２ 管 状 部 材 １ ３ ２ は 操 作 盤 面 ５ か ら 外 れ た り 、 第 １ フ ラ ン ジ １ ７ １ 等 と の 間 に 洗 滌 液 が
漏 れ る よ う な 隙 間 を 作 る こ と が な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ ０ は 、 カ プ ラ ー １ ０ ０ の 使 用 態 様 の 一 例 を 示 す 図 ６ と 同 様 な 図 で あ る 。 こ の 図 に お
け る 内 視 鏡 １ の 吸 引 シ リ ン ダ ６ に は 、 盤 面 ５ と の 間 に 第 １ ク リ ア ラ ン ス １ ６ ７ を 有 す る 第
１ フ ラ ン ジ １ ７ １ が 形 成 さ れ て い て 、 そ の 第 １ フ ラ ン ジ １ ７ １ の 頂 面 は 図 ６ と 同 様 に 平 坦
で あ る 。 送 気 ・ 送 水 シ リ ン ダ ８ に は 、 盤 面 ５ と の 間 に 第 １ ク リ ア ラ ン ス １ ６ ７ と 同 じ 寸 法
の 第 ２ ク リ ア ラ ン ス １ ６ ８ を 有 す る 第 ２ フ ラ ン ジ １ ７ ２ が 形 成 さ れ る と と も に 、 第 ２ フ ラ
ン ジ １ ７ ２ か ら 上 方 へ 延 び る 環 状 の 延 長 部 １ ８ １ が 形 成 さ れ て お り 、 延 長 部 １ ８ １ の 外 径
は 、 第 ２ 板 状 部 材 １ ０ ４ の 下 面 １ ０ ４ ｂ 近 傍 に お け る 第 ２ 透 孔 １ ４ ２ の 径 よ り も 小 さ く 形
成 さ れ て い る 。 カ プ ラ ー １ ０ ０ を 図 ７ の 如 く 第 １ 、 第 ２ フ ラ ン ジ １ ７ １ ， １ ７ ２ に 押 し 当
て る よ う に す る と 、 第 １ 管 状 部 材 １ ３ １ と 吸 引 シ リ ン ダ ６ と が 図 ８ の 如 く に つ な が り 、 第
２ 管 状 部 材 １ ３ ２ で は 第 ２ フ ラ ン ジ １ ７ ２ の 延 長 部 １ ８ １ が 第 ２ 板 状 部 材 １ ０ ４ の 底 面 １
０ ４ ｂ か ら 第 ２ 透 孔 １ ４ ２ へ 進 入 し て 、 第 ２ 管 状 部 材 １ ３ ２ の 第 １ 拡 径 部 １ ５ ６ に 下 方 か
ら 当 接 す る 。 カ プ ラ ー １ ０ ０ を さ ら に 押 し 下 げ る よ う に す る と 、 第 １ 、 第 ２ コ イ ル ば ね １
４ ７ ， １ ５ ８ が 圧 縮 さ れ て 、 第 ２ 板 状 部 材 １ ０ ４ の 下 面 １ ０ ４ ｂ は 、 第 ２ 透 孔 １ ４ ２ の 周
縁 部 分 が 第 ２ フ ラ ン ジ １ ７ ２ に 当 接 し 、 第 １ 板 状 部 材 １ ０ ３ は 第 ２ 板 状 部 材 １ ０ ４ と の 間
の 第 ３ ク リ ア ラ ン ス Ｌ が 小 さ く な る よ う に 下 降 し て そ の 第 ２ 板 状 部 材 １ ０ ４ に 接 近 す る 。
そ こ で 、 ス ラ イ ド 部 材 １ ０ ２ を 図 ９ の 如 く 後 方 へ ス ラ イ ド さ せ る と 、 ス ラ イ ド 部 材 １ ０ ２
の 第 １ 、 第 ２ 底 部 １ １ ３ ， １ １ ４ が 第 １ 、 第 ２ ク リ ア ラ ン ス １ ６ ７ ， １ ６ ８ へ 進 入 し て 、
カ プ ラ ー １ ０ ０ が 操 作 盤 面 ５ に 取 り 付 け ら れ る 。 こ の よ う に 、 カ プ ラ ー １ ０ ０ は 、 第 ２ 管
状 部 材 １ ３ ２ が 第 ２ コ イ ル ば ね １ ５ ８ を 介 し て 上 下 に 動 く の で 、 図 ６ と は 態 様 の 異 な る 第
２ フ ラ ン ジ １ ７ ２ を 有 す る 内 視 鏡 １ に も 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 １ １ ， １ ２ ， １ ３ は 、 こ の 発 明 の 実 施 態 様 の 他 の 一 例 を 示 す 図 ６ ， ７ ， ９ と 同 様 な 図
で あ る 。 図 １ １ の カ プ ラ ー １ ０ ０ は 、 図 ６ に 示 さ れ て い る 第 １ 、 第 ２ コ イ ル ば ね １ ４ ７ ，
１ ５ ８ の う ち の 第 １ コ イ ル ば ね １ ４ ７ を 有 し て お ら ず 、 第 ２ コ イ ル ば ね １ ５ ８ の み を 有 し
て い て 、 第 ２ コ イ ル ば ね １ ５ ８ の 作 用 で 第 １ 板 状 部 材 １ ０ ３ が 第 １ 頂 部 １ １ １ に 図 の 下 方
か ら 当 接 し て い る 。 第 ２ 板 状 部 材 １ ０ ４ の 後 端 部 １ ８ ３ に は 隆 起 部 １ ８ ４ が 形 成 さ れ て お
り 、 そ の 隆 起 部 １ ８ ４ の 上 方 に 第 １ 板 状 部 材 １ ０ ３ の 後 端 部 １ ８ ６ が 位 置 し て い る 。 ま た
、 第 ２ 板 状 部 材 １ ０ ４ の 下 面 １ ０ ４ ｂ に は 、 図 ６ と 同 様 に 第 １ Ｏ － リ ン グ １ ４ ９ が 取 り 付
け ら れ て お り 、 そ の 第 １ Ｏ － リ ン グ １ ４ ９ の 外 側 に は 、 第 １ Ｏ － リ ン グ １ ４ ９ と 同 心 円 と
な る よ う に 第 ２ 板 状 部 材 １ ０ ４ の 下 面 １ ０ ４ ｂ の 一 部 分 が 下 方 へ 環 状 を 成 し て 突 出 し て い
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る 案 内 部 １ ８ ７ が 存 在 す る 。 案 内 部 １ ８ ７ の 内 径 は 、 操 作 盤 面 ５ に お け る 第 １ フ ラ ン ジ １
７ １ の 外 径 よ り も 僅 か に 大 き い の で 、 図 １ ２ の 如 く カ プ ラ ー １ ０ ０ を 盤 面 ５ に 接 近 さ せ る
と 、 案 内 部 １ ８ ７ の 内 側 に 第 １ フ ラ ン ジ １ ７ １ が 納 ま る 。 か よ う に 、 案 内 部 １ ８ ７ は 、 第
２ 環 状 部 材 １ ３ ２ を 送 気 ・ 送 水 シ リ ン ダ ８ に 挿 入 し て カ プ ラ ー １ ０ ０ を 盤 面 ５ に 取 り 付 け
る と き に 、 第 １ 管 状 部 材 １ ３ １ と 吸 引 シ リ ン ダ ６ と が 上 下 方 向 Ｚ へ 整 列 す る よ う に こ れ ら
を 案 内 す る こ と が で き る 。 た だ し 、 図 １ ２ の カ プ ラ ー １ ０ ０ は 、 未 だ 第 ２ コ イ ル ば ね １ ５
８ が 圧 縮 さ れ て お ら ず 盤 面 ５ に 密 着 し て い な い の で 、 ス ラ イ ド 部 材 １ ０ ２ は 図 の 左 方 へ ス
ラ イ ド さ せ よ う と す る と 、 第 １ フ ラ ン ジ １ ７ １ お よ び ／ ま た は 第 ２ フ ラ ン ジ １ ７ ２ に 側 方
か ら 衝 接 し て し ま い 、 こ れ ら フ ラ ン ジ １ ７ １ ， １ ７ ２ の 下 へ 進 入 す る と い う こ と が な い 。
カ プ ラ ー １ ０ ０ は 、 盤 面 ５ に 向 か っ て 押 圧 さ れ る と と も に ス ラ イ ド 部 材 １ ０ ２ が 第 １ 、 第
２ フ ラ ン ジ １ ７ １ ， １ ７ ２ の 下 へ 進 入 し て 図 １ ３ の 如 く 盤 面 ５ に 取 り 付 け ら れ た 状 態 で は
、 ス ラ イ ド 部 材 １ ０ ２ の 第 １ 、 第 ２ 底 部 １ １ ３ ， １ １ ４ （ 図 ４ 参 照 ） が 圧 縮 さ れ た 第 １ Ｏ
－ リ ン グ １ ４ ９ と 圧 縮 さ れ た 第 ２ コ イ ル ば ね １ ５ ８ と の 作 用 に よ っ て 第 １ フ ラ ン ジ １ ７ １
と 第 ２ フ ラ ン ジ １ ７ ２ と に 下 方 か ら 圧 接 す る 。 第 １ 板 状 部 材 １ ０ ３ は 、 後 端 部 １ ８ ６ が 第
２ 板 状 部 材 １ ０ ４ の 隆 起 部 １ ８ ４ に よ っ て 下 方 か ら 支 え ら れ 、 第 ２ 管 状 部 材 １ ３ ２ の 近 傍
が 第 ２ コ イ ル ば ね １ ５ ８ に よ っ て 下 方 か ら 支 え ら れ て い る 。 か か る カ プ ラ ー １ ０ ０ は 、 コ
イ ル ば ね を １ 個 だ け 使 用 す る も の で は あ る が 、 図 ３ の カ プ ラ ー １ ０ ０ と 同 様 な 作 用 効 果 を
有 す る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 内 視 鏡 を 洗 浄 す る た め の 洗 滌 ブ ラ シ や 洗 滌 水 を 内 視 鏡 へ 導 く 管 状 部
材 を 内 視 鏡 の 操 作 盤 面 に 強 固 に 取 り 付 け る こ と が 可 能 な カ プ ラ ー の 製 造 が 可 能 に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 内 視 鏡 の 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 内 視 鏡 の 断 面 図 。
【 図 ３ 】 カ プ ラ ー の 上 面 側 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ４ 】 カ プ ラ ー の 下 面 側 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ５ 】 ス ラ イ ド 部 材 が 後 方 へ ス ラ イ ド し て い る 図 ３ と 同 様 な 図 。
【 図 ６ 】 図 ３ の Ｖ Ｉ － Ｖ Ｉ 線 断 面 図 。
【 図 ７ 】 カ プ ラ ー の 取 り 付 け 過 程 を 示 す 図 。
【 図 ８ 】 カ プ ラ ー の 取 り 付 け 過 程 を 示 す 図 。
【 図 ９ 】 カ プ ラ ー の 取 り 付 け 過 程 を 示 す 図 。
【 図 １ ０ 】 カ プ ラ ー の 使 用 態 様 の 一 例 を 示 す 図 ６ と 同 様 な 図 。
【 図 １ １ 】 図 １ と 異 な る 態 様 の カ プ ラ ー に つ い て の 図 ６ と 同 様 な 図 。
【 図 １ ２ 】 図 １ と 異 な る 態 様 の カ プ ラ ー に つ い て の 図 ７ と 同 様 な 図 。
【 図 １ ３ 】 図 １ と 異 な る 態 様 の カ プ ラ ー に つ い て の 図 ９ と 同 様 な 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 １ 　 　 内 視 鏡
　 ５ 　 　 操 作 盤 面
　 ３ １ 　 　 洗 滌 ブ ラ シ
　 ３ ２ 　 　 洗 滌 ブ ラ シ
　 １ ０ ０ 　 　 カ プ ラ ー
　 １ ０ １ 　 　 固 定 部 材
　 １ ０ ２ 　 　 ス ラ イ ド 部 材
　 １ ０ ３ 　 　 第 １ 板 状 部 材
　 １ ０ ４ 　 　 第 ２ 板 状 部 材
　 １ ０ ４ ａ 　 　 上 面
　 １ １ １ 　 　 第 １ 頂 部
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　 １ １ ２ 　 　 第 ２ 頂 部
　 １ １ ３ 　 　 第 １ 底 部
　 １ １ ４ 　 　 第 ２ 底 部
　 １ １ ５ 　 　 第 １ 側 壁
　 １ １ ６ 　 　 第 ２ 側 壁
　 １ ３ １ 　 　 第 １ 管 状 部 材
　 １ ３ ２ 　 　 第 ２ 管 状 部 材
　 １ ４ １ 　 　 第 １ 透 孔
　 １ ４ ２ 　 　 第 ２ 透 孔
　 １ ４ ３ 　 　 下 方 部 分
　 １ ４ ４ 　 　 上 方 部 分
　 １ ４ ６ 　 　 環 状 溝 部
　 １ ４ ７ 　 　 ば ね 手 段 （ コ イ ル ば ね ）
　 １ ４ ９ 　 　 Ｏ － リ ン グ
　 １ ５ １ 　 　 下 方 部 分
　 １ ５ ７ 　 　 ば ね 手 段 （ コ イ ル ば ね ）
　 １ ５ ８ 　 　 上 方 部 分
　 １ ６ ７ 　 　 ク リ ア ラ ン ス
　 １ ６ ８ 　 　 ク リ ア ラ ン ス
　 １ ７ １ 　 　 フ ラ ン ジ
　 １ ７ ２ 　 　 フ ラ ン ジ
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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摘要(译)

提供一种管状部件容易附着在内窥镜连接器，用于引导内部内窥镜清洗
装置如洗涤刷。 安装于操作板5耦合器100由固定部件101和滑动部件
102使用形成在操作板5 1的凸缘171和172的内窥镜圆筒部的。固定构件
101中，首先包括用于引导所述清洁的板状构件103和第二板构件104还
管状件装置，诸如弹簧的偏压下清洗刷从在垂直方向上彼此远离147158 
139140 132可以连接到管状连接部分131,132。滑动构件102可滑动地安
装到联接器100的纵向方向相对于所述固定构件101中，第一固定构件
101，第二底部113和114，操作板5与固定构件101的滑动并且具有允许
其进入和离开凸缘171和172之间的间隙167和168的厚度。 点域6
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